
１．はじめに

宮川用水は、国営宮川用水事業（S３２～S４１）に

よって、用水確保、用水施設の整備を目的に建設

されたもので、現在では稲作を中心とした用水路

として活用されている。建設から４０年以上が経過

したことで老朽化が進み、漏水事故等がおきて、

全面的な改修が必要となり、さらに農地の乾田

化・汎用化に伴う単位揚水量の増加に伴い用水不

足となっていた。宮川用水第二期農業水利事業は、

用水施設の新設、既設水路の改築を行うことで、

通水量を約２２．５％増加させ、１０，４３８m３／sの最

大通水量を確保するべく、計画された事業である。

ここでは、本事業の内、１５．４kmの水路改築工

事の一環で実施した、延長２，０３７．８３m（その２工

事）と延長２，１２３．９７m（その３工事）の導水路ト

ンネルの改築工事において、その概要と新技術に

対する取組みを報告する。

２．工事概要
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図―１ 施工平面図
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工事場所：

（２工事）三重県多気郡大台町下楠及び神瀬地区

（３工事）同 神瀬及び栃原地区

工期：平成１９年３月１６日～平成２０年３月１４日

（坑内施工は平成１９年９月１７日～）

発注者：農林水産省東海農政局

施工者：飛島建設株式会社 名古屋土木事業部

２．２ 主な工種と施工仕様

以下に主な工種とその内容を示す。図―２に標

準断面図、写真―１に完成写真を示す。

図―３ 作業内容並びに施工仕様

図―２ 標準部完成断面図

写真―１ 標準部完成状況
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３．各工種の特徴と新技術の取組み

宮川用水の改築工事では、同時に数工区が発注

されていたが、その２、３工事の延長がもっとも

長く、工事着手も早かった。本工事は、施工事例

の少ない工事であり、他工区に先駆け各工種とも

試験施工を実施し、施工方法の妥当性を確認しな

がら工事を進めた。

３．１ 素地調整工

施工前は、壁面にヘドロが付着しており、壁面

の状態が把握できなかったが、３０Mpa の高圧洗

浄（写真―２）を行うことで、壁面の汚れだけで

はなく、脆弱部も除去され、４００～５００m２／日・

班程度の施工量が確保できた。壁面は、通常水流

によって選択的摩耗が進み、写真―３のように剥

き出しになった状態となっており、ジャンカやひ

び割れなども顕在化していた。洗浄後、全延長に

わたって損傷状態を調査し（当社、コンクリート

診断士による）、損傷箇所の整理、損傷状況の分

類、漏水・クラック補修、欠損部補修など、具体

的対策法についてマニュアル化し、現場に適用し

た。

特に、後に施工するＰＣＭの付着を阻害する要

因、「ひび割れからの漏水」に対しては止水・導

水を適用し、「欠損部・ジャンカ」に対しては不

良部の除去（鉄筋があるところでは防錆処置）、

さらに軽量ＰＣＭの充填を実施した。しかしなが

ら、これらの補修箇所が予想以上に多く、その処

置に時間を要している。

３．２ ＰＣＭ塗布工

当社では、本工事着手以前より、今後の導水路

改築工事の増大を睨み、メーカと共同で通水性向

上技術の研究開発を行ってきた。

東海農政局におけるＰＣＭの基準の中でも、特

に水流摩耗試験※は、農林水産省独自の評価試験

方法で、導水路で課題とされる選択的な水流摩耗

を具現化した試験方法である。ここでは、新規Ｐ

ＣＭに対し、（独）農村工学研究所において、水

流摩耗試験を実施して頂いき、その性能が確認で

きたため、実施工に適用することができた。

ＰＣＭ塗布工の品質として、重要視したのが、

ＰＣＭと既存覆工の付着強度である。このため、

施工開始に当たり、材料の種類（メーカ２社）、

施工方法（コテ塗り、吹付け）、施工面の状態（平

滑面、粗面）をファクターに付着試験（JIS A１１７１

に準拠）を実施した。本工事では、当初よりエポ

キシプライマーの適用を標準としており、この効

果もあって、全ての条件で基準の１．５N/mm２を満

足した。また、実施工の品質管理においても同基

準を満足していることを確認している。

ＰＣＭ塗布工は、本工事の中で工期短縮の鍵を

握っている工種であり、資材運搬をタイヤ式とし、

専用の移動式架台を用いることで、１工区の延長

写真―３ 洗浄による骨材の露出状況

写真―２ 洗浄工施工状況
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２kmにおいて、最大４班の「吹付け」による施

工体制で対応する予定であったが、材料搬入に時

間を要することや、吹付け設備に内燃機関を用い

ることによる換気の難しさもあって、「コテ塗り」

の班を半数導入し、施工設備による坑内作業の負

荷を軽減することにした。なお「コテ塗り」は仕

上がりの品質（圧縮強度、付着強度）に影響がな

いことを確認した上で採用した。写真―４にＰＣ

Ｍの「吹付け」状況、写真―５に「コテ塗り」状

況を示す。設計厚さが１０mmと薄かったこともあ

り、両者の施工スピードに差がなく、平均で約１５０

m２／日・班の実績が得られ、結果的に予定した

工程内で施工が完了した。

シート補修工では、カーボングリッドを配置（写

真―６）した上で、ＰＣＭを塗布している。ここ

では、厚さが１５mmと標準部より厚く、グリッド

自体が左官作業の障害となるため、「吹付け」で

施工しており、良好な施工性が得られている。

３．３ パネル張付け工

本工事では、図―２に示す超高強度繊維補強コ

ンクリートパネル（ダクタルパネル）を採用した。

パネルは、インバートの中心を境に断面方向に２

分割された断面方向１，２１０mm×トンネル軸方向

６５０mm×最小厚さ１０mmの寸法であった。パネ

ルを専用のアンカーで固定（写真―７）し、その

後、側壁側より裏込め材を充填した。また、充填

材には、水中不分離性無収縮プレミクス材（以下

無収縮プレミクス材）を標準的に採用している。

パネルの設置に当たり、既設のインバートが正

確なＲ形状ではないため、部分的にインバートコ

写真―４ PCM吹付け状況 写真―６ カーボングリッド設置状況

写真―５ PCMコテ塗り状況 写真―７ ダグタルパネル設置状況
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ンクリートを削る必要性が生じたり、充填材が予

定以上に食い込むような事態が発生した。今後の

施工では、トンネル軸方向を長手部材とすること

も検討すべきものと思われる。また、ダクタルパ

ネルは、強度は高いが、最小厚さ１０mmと薄肉で、

衝撃に対し破損し易いため、現場までの運搬、坑

内での運搬に充分な注意を必要とした。

インバート中心部では、定常水を完全に除去で

きない中、同充填材は、高い流動性や水中分離抵

抗性を有しており、１０mm以下の狭隘部において

も期待した充填性を発揮した。なお、コストダウ

ンを図るため、定常水のないインバート側壁側で、

「膨張材入りノンブリージング添加材」を加えた

セメントミルクを試験的に適用したが、間隙が少

ない場合や勾配のゆるいところで、所要の流動性

が確保できなかったため、実施工では、「無収縮

プレミクス材」を全面的に適用した。パネル設置、

ミルク充填を併せて、約２０m／日・班で施工でき

た。

３．４ 鋼板補修工

最近の鋼材事情を反映してか、かなり早期に資

材の発注を行っていたが、納入が１ヶ月遅れとな

り、工程の再調整が必要となった。鋼板で補修す

る場合は、余裕をもった工程計画が必要とされる。

当初、上下２分割で搬入し、現地で組み立てる

設計だったが、立坑と導水路との分岐部の取り回

しの制限より、搬入不能であることが判明したた

め、下半部をさらに分割し、３分割構造に変更し

た。現地溶接延長が長くなったが、搬入も容易で

結果的に工程短縮に繋がった。写真―８に鋼板設

置完了写真を示す。

４．おわりに

本工事は、国内でも初めての大規模な導水路改

築工事であり、また工事期間も９月中旬～翌年３

月中旬までの農閑期に限られ、かつ施工としても

新工法、新材料の適用が多く、試行錯誤の連続で

した。このような施工条件の中、発注者の方々の

ご指導、ご支援を得て、無事工期内に竣工できま

した。この紙面をお借りして、改めて謝意を表し

ます。

※水流摩耗試験：粗骨材のすり減り試験機を改良

したもので、回転軸の中心部から一方向に常時高

圧水（Max４．９Mpa、２４．１�/min）が噴出し、周
辺に配置された試験体を回転（３０rpm）させるこ

とで、一定の頻度で高圧水の摩耗作用を受けさせ

る装置。初期値（５０mm）に対し、２８日試験後の

凹凸延長をレーザ変位計で測定し、その比率（基

準値１．０５以下）を評価する。

写真―８ 鋼板設置完了写真

－２０３－


